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������モバイルラーニングは，その手軽さから多くの実践がされている．一方，その基礎的研究は

遅れている．モバイルデバイスの画面は小さく，提示する情報である教授メディアは適宜選択しなくてはな

らないことから，その開発はe-Learningコンテンツの開発方法は異なる可能性がある．そこで本稿では，一

般的な講義を収録した際の教授メディアを整理し，インストラクタ映像が学習者に与える影響について，調

査することを目的にコンテンツを開発し，その評価の指針を示す．  

������� m-Learning，コンテンツ開発，教授メディア，学習環境 
 

１．はじめに 
 近 年 ， モ バ イ ル ラ ー ニ ン グ （ Mobile Learning, 

m-Learning）に関する研究が着目され，その実践や効

果についていくつか報告さている． 

モバイルラーニングは初等・中等教育から社会人ま

で幅広い年齢層を対象とし，かつ，ノートパソコン，

PDA，携帯電話，スマートフォンなど様々なモバイルデ

バイスを利用した実践が行われている．ここで，モバイ

ルラーニングの定義を見てみると「モバイルデバイスを

用いた学習活動の総称」とあるが（経済産業省商務情

報政策局情報処理振興課 2006），具体的には，遠隔

学習である e ラーニングの一部としてモバイルデバイス

を用いた学習活動と解釈されている（Georgievら 2004）．

たとえば，島田ら(2007)は，社会人を対象に，スマート

フォンを用いた英語学習システムを開発し，それを用

いた学習活動による評価を行っている．この実践にお

いては，社会人は時間がなく，移動中に学習したことが

多かったと報告されている．この知見に加えて，東京都

における通勤・通学手段において，電車を用いる人は

少なくとも 55.0％となっていることから(国勢調査，2000)，

移動中に学習している人の大半は電車内であることが

予想される．しかし問題点として，この学習環境下にお

けるモバイルデバイスを用いた学習効果に関する先行

研究が乏しいのが現状である． 

 また，インストラクショナルデザインにおいて，コンテ

ンツ開発を行う際，学習者に提示する教授メディアに関

して，取捨選択を行いながらそれぞれの適正を生かさ

なければならいとされている(ガニェら 2005)．これに関

連して，e ラーニングの動画コンテンツを対象に，映像

や文字情報，音声などの提示方法に関するいくつかの

研究が存在する．例えば，Clark and Mayer（2007）は，

e-Learning コンテンツを開発する際の設計指針につい

てインストラクショナルデザインの観点からまとめている． 

しかし，モバイルデバイスに向けたマルチメディア動画

コンテンツを対象とした研究についてはあまり報告がな

されていないのが問題と考えられる． 

 そこで，本稿では，一般講義の教授メディアを整理し，

電車環境でのモバイルラーニングを対象としたマルチ

メディア動画コンテンツの開発モデルを作成し，評価の

指針を示すことを目的とする． 

 

２．授業における教授メディア 
教室において学習者に対して行う講義形式の学習

形態を一般的な講義とすると，その学習活動において

インストラクタが提示する教授メディアは多岐にわたる．

少なくとも，スライド，板書などの文字情報からなる視覚

情報や，インストラクタの発言による音声情報，ポインタ

（指示棒）などの視覚情報，インストラクタ自身が存在す

るという視覚情報も考えられる（図１）． 

講義風景を収録しスライドなどと同期し e-Learning コ 

 

図１ 一般的な講義で用いるメディアの分類 
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ンテンツ化することは，今までにも行われている．しか

し，モバイルデバイスの画面は，テレビ，コンピュータ

のディスプレイと比較しても小さく，提示できる情報は限

られている（Churchill and Hedberg, 2008）．このことから，

モバイルラーニングに向けた，マルチメディア動画教

材を作成する際は，教授メディアの取捨選択を考慮し

なくてはならないと思われる．例えば Watanabe ら 

(2009)では，モバイルラーニングに向けたマルチメディ

ア動画コンテンツの開発を，文字情報，音声情報，映

像情報に分け，学習者のパフォーマンスにより，メディ

アの取捨選択を検討している． そこで，本研究では，

一般講義形式でのインストラクタに注目し，インストラク

タの存在が学習者に与える影響について考察を行う． 

 インストラクタ（授業者）が，板書やスライドをポインタ

などで指示しながら行うことに効果があるとすることや

（持田ら 1996），e-Learning 教材においてもポインタを

提示することに効果がある（安藤・植野 2008）とする報

告もあることから，本研究では，インストラクタ・ポインタ

に関しても教授メディアとして扱い，実験を計画する． 

 

３．コンテンツの開発 
 インストラクタが実際にスライドの前に立ち，指示棒を

用いるものと，ポインタのみをスライド上に出し，インスト

ラクタが指示している場所と同じ場所を指示している．

なお，音声は同じものを用いた．詳細を図２に示す． 

 
図２ コンテンツ開発過程 

 

４．評価の指針 
本実験の評価は，電車環境において実際に学習を

行うことで評価したいと考えている．具体的な評価項目

として，内容理解・記憶再生からなる，パフォーマンス

テスト，コンテンツ内にインストラクタが登場することに

ついてのインストラクタに対する親近感，学習のしやす

さ，学習の継続的利用などである． 
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